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機能無月經 の 原 因に 關す る考察並 に環境無月經 の 提唱
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も

　　　　　　　第 1 章　緒　　言

　余 1）
は既に前大戰時 ドイ ツ 等 で 見 られた 所謂戰

時 無月經と
一
致す る樣な，機能無月經患者 の著増

が，我 國で も昭和 19年頃 か ら現 れ た ことを 報 じ，

山本鯉 ）
， 尾島

a）
， 井上

4）
， 高知の

， 花岡 6）
， 渡邊他

τ）

等 も同樣事實を認 め ， 塚田 ・森
s），松岡 9）

， 畑瀬
10）等

は叉勤勞學徒その他に 無月經者 の 多發す る こ と を

認 め た ．余 11）は種 々 觀察の 結果此 の現象は戰時の

特に國内生活 に 破綻窮迫を來 した時期 に機 能無月

經 を招 く樣 な 諸種要因 が 壇 すため に 現 れた もの

で ， 特殊 の「戰時無月經」とゆ う疾病 がある わ け で

は ない と結論 し， 高知
5）

， 花岡の等 も之に 贊同 して

い る． 一方平時 で も都市 か ら農村 に移佳 して 農業

勞働に 服 した少女（Nordmeyer ＆ 1｛owe12 ））， 工場

その他 に就職勤務 した者（Nordmeyer ＆ Howe 　
2 ）

，

Albrechtl3）
， 新谷

14）
， 佐藤

15）
， 八木

16）
， 梶川

17）
， 桐

原
IB）

， 屋代
19））， 産婆 生徒（Kieler）等 に 機能無月經

が起 る こ と が報ぜ られ て お り， 叉一般生活歌態の

變 化 ， 轉地，職業地 位の變化 ， 結婚 ， 族行 ， 過勞 ，

榮養並 に食物の 變化 ， 或は精帥上 の打撃 ， 感動 ，

心配 ， 恐怖 ， 睡眠不足等 iこ よつ て も之 の起 る こ と が

經驗的 に知 られ て は い る が ， 之等 に 就て の 系統的

な研究は未だ見 られ な い ． 余
20）は所謂戰時無月經

思者を觀察 した際 特 に 之 が戰時に 生 じた種々 な

生活變化 と關聯の深 い こ と を認め た が ， 更に そ の

後戰後患者に 就て も同樣觀察を繽け ， 結 局昭和 19

年 9 月〜23 年 8 月の 4 年聞に 東大或 は昭和醫大産

婦 人科外 來 を訪 れた 患者中機能無月經 工44例 （先

報例 68例 を含む）に 就て その原因に 關 し観察を行

い ， 知見を得た の で 之を報告す る．

　　　　　　　 第 2 章　觀 察 例

　 L 　觀察例は 昭和 19 年 9 月 〜23 年 8 月の 間 に

東大或 は 昭和醫大外來に 無 月經を訴 え て訪れた患

者 の 中， 機能無月經 と診斷 し且 原因に就 て の調査

を行 い 得た もの で ある． 徇機能無月經 とは臨床的

に 無月經 の 原因とな る よ うな あ らゆ る 全 身的並に

局所的器質疾 患の 認 め られ な い もの を言 う． 本觀

察例で の 診斷基準を ：具體的 に嘗 えば ， 年齡滿 16歳
・

以上 40 歳未滿 で ， 從來の 周期か ら見て 2 カ 月以上

月經 が閉止 して お り， 原發 ， 子 宮剔除或は兩側卵

集剔除後 ， 下腹 レ 線照射後 ， 分娩後及び授乳 中及

び内膜掻爬 後の 無月經 で な い ものの 中診察の結果

妊娠 でな く， 且子宮高度發育不全 ， 重症子 宮内膜

炎 その 他 の 子宮 ，

r
附 屬器 ， 卵卑及 び骨盤腹膜の炎

症 ， 並に 内性器 腫瘍等 を認 め動 　既往及 び現 症 を

精査 して 無 月經 となつ た當時急性傳染病 ， 結核，

梅毒等の 慢性傳染病 ， 慢性腎炎 ， 重症血液病 ， 下

垂體，．甲歌 腺 ， 副腎等の 疾 患並 に精紳病等 の如 き

無 月經の 原因 とな b得 る 全身疾患 を認め得な い も

の で ， 更 に 初潮後稀發的に 2〜3 囘來潮 しただ けの

もの ， 滿 40 歳 に 近 く既 に 3年以上 無月經の もの ，

分娩後 1 囘の來潮だけ で 再 び無 月經 となつ た者等

も除い た．

　之 等患 者の 大 部分 は 余 自ら， 一部は
一定調査用

紙 に よつ て原因に 關 し種 々 調 べ
， 又全身檢査 ， 血

壓 ， 血 沈 ， ザ ー IJ 一法 に よ る 血 色素量 ， 少數例 に

は硫酸銅法に よ る 血清蛋白量の 測定， 胸部 レ 線撮

影等を行 つ て參考 と した．

　 2． 患者 の年齢構成は 次 の 通 りで．あ る （無月經

の 起つ た時の 年齢で，滿歳 で示 した．16〜20 は滿

16 議以上 20 歳未滿 を示 す．以下 同樣）．

年 ・ ・6 − ・・
12
・− 2512r

ごrll・・− 353
彎 L…L

例 蚕
i23

・・ i
’

　3Si ・・ ・・ …

　 皀卩ち20〜25 歳 が 最多 で 25 〜 30 歳之 に 次 で い

る。

　 3 ． 結婚 ， 妊娠，未婚者 43
， 既婚者 101 例 あ り，

既婚者 の既往妊娠，分娩 に就て は未妊 6S
， 流産

’
の

N 工工
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　　み 4
， 既濠 29例 （1 囘經 産 13， 2 囘 7

，
3 囘 以 上 9

　 例）で
， 既婚者が凡 そ全 鶻の

！

！， を， 叉 その 2
／・， を未

　 妊者が 占 め ， 既婚 で 未妊 の者が比較的多 い ．

　　 4 ． 無月經 となる 前 の 月經周期 は正 常 （日漆婦

　 學會 の定義 に よ る
21））102 ， 不規則（周 期の 變 動が大

　 き い もの ）13， 第 1度稀發（周期 の最長が 60 口 を超

　 えない稀發）26 ， 第 2 度稀發（周 期が （；O 日〜4 ヵ 月
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ゴ
　 の 間 に あ る稀發）・9 例で

，

21
， 以上 が正 常で あつ た ．

　　 5． 無月經 と なる前の經 血量は多量 17，中等量

　 92
， 少 量25

， 不明 10例 で 凡 そ2
！3 が中等量で あつ た．

　　 6・　本入 の職業は 主婦で職 を持 つ 者 10
， 獨身職

　 業婦入 21
， 主 婦 86

， 學生 3
， その 他の 無職 14，不

　 明 10 例 で主婦 が多 く， 職 を持 つ 者の職種 は事務員

　 11
・ 工 員 9

， 女中 4
， 激 師， 食堂勤務， 裁縫師各

　 2
， 交換手 1， 計 3工例 で ある． 主婦の 多い 事 は渡

　 邊等 7）
が名大外來で 見た 所 謂戰時無月經 患者 で の

，　調査 結果 と
一致 す る．

　　 7． 無月經 となつ た 時 の 居佳地 は 東京都 區内

　 工21
， 三 多摩地區 5

， 近縣 8， そ の他府縣 9
， 滿洲

　 1 例 で大部分が東京都 區内で ある．

　　 8． 無月經の起 つ た 時期 を最終 月經 の あつ た 月

　 に よつ て 見 る と第 1 表 の通 りで， 先に余 が続計槻

　 　 　 　　 　 　 　 　 第　　1　 表

際8年 ・9年：… 121年122綱 ・

　 　 　 　 　 　 　
　
　　　 　　　　 　　　　

　
　　　

　
　　　　　　

ttt

第 1 其H（1〜 3月） 　112 ．8 ユ5 　9 ．4 　039

第 2 期 （疂〜6月＞　 2511g
．
25　 7　 4

．
4　52

第 3 其月（7〜9月）　　　1　　7　　10　　8　旨　0　　3　　　1　　30

第・期（・・…12“1）1 ・ IT・ 21314i3
旨

・
1
… 3

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　　　　 　

　　　言i」　 i42029512014 　5144

察に よ つ て機能無月經患者の 増加時期と して 指 摘

した昭和 18 年後牛か ら多 く，
21 年後牛か ら少 く，

叉特 に 20 年第 2 期 に著 し く多い が，之 は後蓮 す ろ

様 に 戰災，防室， 疎開等 に よ る もの が此の時期 に

集 中 して い る た め で ある．

　　　　第 3 章 生活上 の 變化と の 關係

　無月經 となつ た時期 （無月經 とな る萠 1こ 1乃 至 2

囘 の 微量 月經 が あ つ た者 で は その 様 な 變 化 の 起 つ

た時期） と特別の 生 活變化或は 當時の 生活環境 と

の 關聯 を調 べ 患者を次 の 3 群 に分類 した． A ．無

H本 産科婦人 科學會雑誌　第 2卷　第 6 號

月經 となつ た時期 に 一
マ致 して 何等か 特別の 生 活變

化 あ る もの （か 5 る 變 化が あつ た後 5 ヵ 月以 内 に

最終 ・月經の ある者を探つ た）． B ．
』
無 月經 とな つ た

當時特別の 生活變 化は なか つ た が 當時の M常生活

上 に 原因 と な る と 思わ れ る 樣 な 生 活環境 の あ る

もの ．C ．無 月經 とな つ た 時期に
一

致 して は 原因

を認 め な い もの ． 以 上 に よつ て無月經 となつ た 年

度別 に分類 す る と第 2 表の 如 くで あ る ，

　 　 　　 　 　 　 　第　　2　　表

　　　　　　　！1躯…・8年
i
、9蜘 年…，，年1，，年

…

23年 計
　　　　　　　 17年1　　　

1

　 ．

　　　A
「一
「1

’

1・41 勇・ 1・・1・τ…・ET’　7・　11・｛

　　　 B 　 13141332 ：   16

　　　C 　 　 O
：

315i33
』

0 。 14
　 　 　 　 　 　 　 ミ　　　　　　　　　 　　　 　　　　　　　 　

　　　
計

　 …
52 ° …29　i　51 ．2  1】4

．
「）
…
144

　即ち 144 例 中 114 例 （危險度 5％ で の母 集團比率

の 存在範圍 72・3〜84・2％ ） は無 月經 と なつ た時期

に一致 して何等 か特別の 生活變化 が あ り， 原 因を

認め得 な い の は僅 か 工4 例（6．5〜14．δ96）に 過 ぎな

い ．徇 A 群患者を生活變化が あつ て か ら無 月經 と

なる迄の 期間に よつ て 更に分類 する と ， 1．生活變

化 が あ つ た 直後無月經とな つ た もの （最終月經 が

その 生 活變化の 直前に あ る），
66 例，II，3 ケ 月 以

内に 無月經 と なつ た もの （生活變 化後 2 ヵ 月以 内

に 最絡 月經 があ る），40 例 ，
III．6 ヵ 月以 内に無 月

經 となつ た もの （變化後 5 ケ 月以 内 に 最経月經が

あ る ）8 例で ，
U4 例 中 66 例 ， 帥ち過牛數が生活

攣化の後直 ちに無月經に なつ て い る．

　 第 4 童 生活變化を件 うもの に就て の觀察

　A 群 114 例 を更 に その 生活變化 の 種類 に よ つ て

分類す る と第 3表 の如 く， 昭和 20年に特 に 多い の

は 戰災 ， 防室， 疎開等に よ る もの が既 の 年度 に 集

中 して い る た め で あ る こ と が 判 る．

　 　 　 　　 　 　 　第　　3　　表

…驃1
・8年19・…… …… …22・：・3・：・

4124

　 　 4
　 「

21018
　　  

・1・ ・9

1「：
21

・ 「・ 亅・8

4

」

就 職，入 學

結　　　　婚

離婚，離別等

戰 災，防 空
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　以下 各種 別 に 少 し く詳蓮 し， 且 各患者に 就て か

S る生 活變 化の前後の 生活 駄態 ， 特 に 榮養，勞働 ，

精神負擔等 の變化に 就て 読明 を求め た結果 か ら ，

それ ら生活變 化に 俘つ て 生 じた原因的要素を分析

す る，

　1 ， 就職 ， 入學．19 例 中初 め て の 就職に よ る も

の 15
， 轉職 1

， 入學 3 例 で ，就職 15 例の職種は 工

員 7
， 事 務員 4

， 女中 2，敏師 ， 店員 ， 食堂從業員

各 1 例 ， 轉職は 工 員 ， 叉 入學 3 例 は專門學校 で 入

寮 した もの
， 洋裁，運 動講習各 1例 で あ る， 無 月

經 に なる迄 の 期聞は直後 11
，

3 ヵ 月以 内 7
・
6 ヵ 月

以 内 1例 で 大 部分が 3 カ 月以 内で あ る． 就職後無

月經 と な る者の あ ろ 事 は既に 我國で も新谷 14）
， 佐

藤
15）

， 八木
16）

， 梶川
玉η

，

’
桐原

18 ）
， 尾代

19）等 が各種

職業 婦の調査 で 報 じ， 岩 田
22 ） は之 を勞務無月經 と

名付 けて い る が ， 戰時の婦人就職 の増加及び就職

環境 の 惡化は特 に か ts る 種類 の もの を糟 した と 思

われ ， 除 黝 の看護婦養威所で の 戰時 中の調査 で は

入所 者 62 名 中 23 名 が 無月經 とな る の を認め て い

る． 叉 入學 3 例 は 1 例 は専門學校 で 入寮 し， 寮の

食事 か著 し く惡か つ た もの ， 他 2 例は 洋裁學校 ，

運動講習所 で特 に 過 勢 を俘つ た と考 えられ る 特殊

な もの で あ b， 就職 と同樣 な變 化 と考 えて よ い と

思 う． 以 上 19 例 の 年齢 （無 月経となつ た時 の ）は

16 〜 20 歳（滿 ユ6 歳以 上 2D 歳未滿）10，
20〜25歳 5

，

25〜30 歳 3
，
3【｝〜 35 歳 1 例， 未 婚 12

， 既婚 7 （内

未妊 の 例 で ， 無 月經 と な る 前の 月經欺態は正常

11， 不規 則 3， 稀發 5例 で あ る ． 桐原は 就職後無

月經 とな る者は殆 ど若 年處女 と して い ろ が ， 之 は

就職 者が若年者に 多い ため と思 われ る． 余 の例 で

　も確 に ヱ6v20 歳が最多だ が 20 歳以上 も9 例あ り・

又既 婚者 も 7例ある． 各例 に 就 て か 丶 る生活變 化

の 前後の 生 活朕態を聽 くと
，

生 活變 化 があつ た後

に食物の 不足だ けを認 めたの は 入學入寮 した 1例 ，

235− 9

榮養不足 と過勞を認 めた の は 3 例 あ り， 又 11 例は

過勞だ けを ，
3 例は過勞 と精祠｛負擔 を認め ， 女 中

に 仕込 勤務 した 1例は 精紳負擔だけが あつ た と述

べ て い る．以上 累計 す る と 19 例 中 4 例 が 榮養不

足，17 例 が過 勞 ，
4 例 が精禪負擔が生活變 化の後

に あつ たと逋 ぺ て い る わ けで ， 過勞が原因 と考 え

られ る ことが 多 い ． 而 し以上 は患者の 自述 に よ つ

た もの で 自 ら榮養不足或 は精紳負擔 を訴 えな くて

それ等 がな か つ た とは云 えない ． よつ て 更に 生活

變化 後の身體痩削の有無 を調 べ た所痩せ 艶 もの 7，

變化 ない もの 6
， 肥 つ た もの 5

， 不明 1 例の結果 を

得た， 之 に初診時客觀所見を加 え痩せ た と訴え且

初診畤榮養低下 を 認 めた もの の み を榮養障碍 を俘

つ た もの と して之 を A 型 と し， 痩せ す或 は肥 つ た

と言鹸 且榮養低下 を認め ない もの を 榮養障碍が關

係 なか つ た もの と考 えて B 型 と し， そ の他 を中聞

型 とす る とA 型 4
，

B 型 10
， ，中閻型 4

， 不明 1 例 で

B 型 が多 く， 榮養障碍 との關聯 は 少い もの と思 わ

れ る．

　 2 ． 結婚． 27 例 中初婚 25， 再婚 2 例， 年齡 は

2Lレー》25 厳 16
，　25〜30 歳 8

，　30 〜35 歳 3 イ歹璽，　以前

の 月經は正 常 23
， 稀發 4 例 ， 又結婚後無月經 とな

る迄 の 期間は 直後 10
，

3 ヵ 月以 内 15， 6 ヵ 月以 内

2 例 で 大部分 は 3 カ 月以 内 で あ ろ．結婚 に よつ て

機能 無月經 と な る事 は 從來 も言 わ れ て は い る が ，

本調査 で か 玉種 々 な 生 活變化 の 内最多數を 占めた

こ とは意外 の感が ある ．よ つ て 昭和 17 〜 19 年の 東

大産姉 入科外來婦人科疾患患者 10714名の 病歴か

ら機能無月經患者で ， 而 も結婚直後の もの を摘 出

　し， 之 の 婦人科疾患患者に針 す る各年毎 の 比率 を

比較 す る と， 19 年 に 有意 に（P ＜ 0・01）増 して い る

こ とが；Li　b　1 此 の事 か らか 、 る種類 の 無月經患者

　も
一

般 に 機能無月經 が 増 した 19年度に は 壇 して

い る こ とが認め られ ， 窮迫 した肚會環境 で結婚生

活 に 入 る事 が特 に患者を 多發 させ て い る の で は な

い か と考 え られ る． さ て 上述 の 27例 に就 て結婚 に

伴 う生活歌態の變化 を調 べ る と ， 結婚後榮養不足

　を認 め る もの 4
， 榮養不足 と過 勞 3

， 榮養不足 と精

11i申負擔 ユ
， 過 勞と精帥負擔 8

， 榮養不足 ， 過勞及び

精 1沖負擔 1，變 化 を自覺 しない もの 2
， 充分聽 き得
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　す此 の 點が不明 な もの 3 例 で ， 結局調 べ 得た 24例

　中 22例が結婚隼活 に俘つ て何等か の 悪環境 が 發生

　した と認 め ， その 累計は榮養不足 9
， 過勞 15

， 精

紳 負擔 工2 例 で
， 過 勞が最 も多 く， 精帥負擔之 に 次

　で い る，又結婚後痩 せ た者は 1e 例，變 化な い 者 4
，

肥つ た者 8， 不明 5 例 で 22 例 中 10例 が 痩せ 8例

が肥 つ た と述 べ 兩 者相 牛ば して お b， 前述 患者型

では A 型 4
，

B型 8
， 中聞型 5

， 不明 ユ0 例 で あ り，

之等 の結果か ら見 て
一一reで な く結婚に俘 つ て生 じ

た身體へ の 影響 が 多種 で一様 で ない こ とを示 して

い る． 伺結婚に 伶 う佳居の 移動 を見 る と調 べ 得た

15例の 全 部が 轉居 して お ら， 東京 の 同區内移動 2
，

東京 内移動 8
， 地 方か ら上 京 5例 で， 結婚後 の 同

居家族數は調 べ 得た 21 例 中， 夫 と 2 人だ け4
，

3

〜 4 人 6
，

5 人以上 11例 で 家族數の 多 い もの が比

較 的多い．

　 3・ 離婚， 離別等．離婚 2
， 夫 出征 3

， 夫歸還 1，

計 6例で ， 前 2 者は Fr洫 kel
，
　 Cordes 等 2壬）が強調

　した性生 活斷絶に よ る影響 を も考 えねばな らな い

が ， 此 の 内既 に夫が歸還 した例 で もそれ に よつ て

Cordes の ゆ う様 に 月經が囘復す ろ こ とな く，叉上

述 の よ うに 夫 歸還 に よつ て 無月經 とな つ た例 もあ

り，．詳 細 に觀察す る と寧 ろ後述 す ろ よ うに之等 に

俘 つ て發生 す る 他の 生 活上 の 變化 が重要 で ある と

思 われ る．年齡は 20習25歳 2
，

25〜 30歳 3
，
30 〜

35歳 1 で全例既婚未妊，從來の 月經 は正 常 5，稀發

1 例 ，
6 例中 2 例が そ の 直後に ，

4 例 が 3 ヵ 月以 内

に閉經 して い る ．之 等に 件 う生 活變 化を見 る と 離

婚 の 1 例 は 離婚後生 活困難 とな つ て食糧 に 不足

し， 夫 出征 の 1 例 は その た め 工 場へ 働 き に掲， 他の

2例 は 孰れ も實家 へ 歸 つ た が ， 内 1例 は結婚後九

州に 佳んで い て夫 出征 と共 に 東京（實家）へ 歸 つ た

所 無月經 とな り， 夫 の 兩親の 所（紳戸 ）へ 1 月位行

つ て い た 間 に 月經發來 し， 再び東京 へ 歸 つ てか ら

は無月經 ， 夫歸遐後夫 と共 に 束京 の 實家 に 仕ん で

い るが月經囘復せ す， 即 ち在 京中は何蒔 も無月經

で 且東京では食物不足 を感 じ る と蓮 べ て お り， 叉

夫蹄還 例は 結婚後問 もな く夫 出征 して 實家 （熊谷

市）に歸 つ て い たが， 聾還 したた め東京 に 出て 夫 と

共 に佳んだ所 無月經 とな り， 上 京後は食物不足 を

日本産科嫌人科學會雑誌　第 2 卷　第 6 號

・感 じ る と訴 えて い る． 以上總括 する と之等變 化 に

件 つ て 1 例 が榮養不足 ，
2 例 が榮養不 足 と 精神負

擔，3 例 が精榊負擔 を， 皀口ち累計 して 6 例 中 3例 が ．

榮養不足 ，
5例 が精神負擔を認め ， 叉痩せ たの は

3例，變 化 な し 2， 不明 1例 で肥 つ た もの は な く1
患者型 で はA 型 O

，
B型 2

， 巾問型 2 ，不明 2 例 で

ある．此 の結果 か ら之 等 の例 で は過勞は さ程重要

で な く， 主 と し て精紳負擔及 び榮養 の 變化 が重大

で ， 之等の 生活變化に俘 つ て生 じた 種 々 事情に よ

　る食糧不足 や 生活 困難か ら生 す る 精神負擔等が離

別等 に よ る直接の精紳衝動 と共に 重要役割を持 つ

て い る もの と考 え られ る ，

　
−1・ 戰災，防室．戰災 10，戰 災と共 に 直 に 地方

へ 疎開 した者 4
， 戰災は まぬ かれた が察襲時の防室

活動後無月經 とな つ た者 4
， 計 ユ8 例 ある．ご年齢は

工6〜20 歳 3，　20〜25 歳 6
，　2三i一》30 歳 4，　30〜35歳

3
，

85 〜 40 歳 2 例 で各年齢に瓦 り特殊性 な く， 未既

婚 9 例づ S
， 既婚中 4 例は未妊で ある．職業は 主

婦 9
， 無職 6

， 學生 工
， 獨身職業婦 人 2 例 で 主婦及 び

家 に い た獨身者が大部分 を占め て い る． 從來の 月

經 は正常 13
， 不規則 コ

， 稀發 4 例 で，工5 例が その

直後 ，
1例が 3 ヵ 月以 内，

2 例が 6 カ 月以 内に 閉經

し， 直後帥ち筌襲後 1 度 も月綻の な い もの が殊 に

多 く， 又 そ の時期は全例東京 に室襲の劇 しか つ た

昭 和 20年で
， 更に最終月經の あつ た 月に よつ て 細

別 すれ ば 2 月 ｝
，

3 月 5
，
4 月 3

，
5 月 5

，
6 月 坑 7

月 2 例 で大室襲の あつ た 3 月 と 5月に 最経 月經の

あ る もの が多い ． 之等 は山本等
2丿

が仙臺塞襲直後

女學生 に 無月經者 の 頻發 した の を認め ， 昆 島
’
り
が

横濱で 塞襲 直後無 月經例 を見 ， 或は NVhitaerf・＆

B ：Lrrera2
°”）が マ ＝ ラ 聖 F マ ス 病院入院患者中月經

來潮年齢婦 人 の 14．8％ が最初の 筌襲直後或 は入院

後朋 もな く無月經とな つ た と報 じて い る の と 一致

す る もの で ， 室襲或は戰災の際の精帥衝動 が原因

と考 え られ る が， 然 し此 の場合 に もそれだ けで は

な く戰災直後の混亂 に よ る 配給不充分 か らの 榮養

不足 ， 防翕 　逾難或は戰災後の 移轉の 際の 過勞等

も考慮に い れ ねば な らない ． 本例で 之を見 る と戰

災に拌 う往居 の 移動 に就 て は 4例 は戰災後附近 に

假寓 （内 2例は 5〜7 月後に都 内他地域 に 移 佳），

」
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5例は直に或 は 翌 日都 内他地 域 に移住 ，
1 例は直

に埼玉 へ 移 り6 日後 に 歸 つ て都 内に 佳み ，
4 例は

5 日 以 内に 地 方 に 疎開 した． 戰災で身禮傷害 を受

けたの は 1例 で ，
30 分位生埋 と なつ て背 中， 腰 を

’

打 ち，鼻出血 した と い 丶 戰災 10 例（地 方 に 疎開

しない ）は孰 れ も戰災時並 に擔 を認 め ， 叉 3 例は そ

の 直後の 過勞（例 えば 荷物 を蓮んだ等）と精神負擔

轉居先 で食物不足 した と蓮 べ て い る． 戰災後地 方

へ 疎閉した 4 例 は戰災 と疎開の孰 れ が主影響 を輿

えたか 明 か で ない が ，
4例 中 3 例 が疎開地 で 食糧

が非常に不足 した と，
541 例 は不馴 れ な百姓仕事

を し且 食糧難の た め氣苦勞が多か つ た と訴 え て い

る等後述 の樣 な 疎開 に よ る影響 も加は つ て い る と

思われ る． 又防室 4 例 中 1 例は は隣 まで 罹災 ， 他

は 室襲時防塞活動 に よ る 過勞及 び精 ll申負擔を訴 え

て い る． 以上總括分析する と榮養不足 を認め た も

の 1
， 榮養不足 と精祠噴 擔 2

， 過 勞 1
， 過勞 と精

示申負捲 8
，
3 者孰 れ もあ る もの 6例 で ， 累計 す れ

ば 18 例中 9例 が榮養不足 ，
15例 が過勞 ，

16 例 が

精神負捲 を認 め る， 叉 之に 俘 つ て 9例 は痩 せ ，
3

例は變化な く，
3 例 は肥 り，

3例不明， 患者型 を

分類 し得た 12 例 中A 型 5
，

B 型 5
， 中間型 2 例 で あ

る． 之等結果か ら此 の場合に は戰災或 は筌襲時の

精帥衝動が 非常に 重要 役割 を果 して い る （特 に戰

災直鋒無月經例 の 多い こ と で も推察 ミれる）が ， 同

時に戰災後 の 混亂等 に よ る食糧不足 や過 勞を認 る

もの も相當 あ b，且 A 型患者 を 12例 中 5 例 に 見 る

こ．と か ら戰 災に 拌 つ て 生 じた生活變化の た め の榮 ・

養障碍 と關係 ある例 も混在 する と考 えられ ，

一
概

に 全 例を精神衝動 に よ る もの とす る わ け に はゆか

な い と思 う．

　 5・ 疎開．12例 で此 の 巾に は 戰災 して 2 ヵ 月後

に疎開 しその 時か ら無月經 となつ 潅 工例 も含 まれ

て い る．年齡は 16〜 20 歳 1
，

20〜 25歳 3
，

25 〜 30

歳 4
，

30〜35 歳 3
，

35 〜40 歳 1例 ， 未婚 3
， 既婚

未妊 2
， 既産 7例 ， 職業は 主婦 9

， 無職 3 例 で主婦

而 も子供 を持 つ た主婦 が多い ． 從來の 月經は 正常

9
， 不規則 1

， 稀發 2 例 ，期間は直後 6
，

3 カ 月以

内 6 例 で ある．之等に就て 見る と疎開地 で食糧事

情惡 く榮養不 足 とな つ た と蛩 う者 3
， 又 或種の 食品

殊 に 蛋白質 不足 を認 めた者 4 例 あ り， 甚 しい例 を

擧 げ る と 山梨 へ 疎開 し潅 1例 は 2 ヵ 月間主食は 初

め 1 ヵ 月は大豆 ， 次 の 1 ヵ 月は馬鈴薯ば か りで ， 野

菜 ， 魚肉等 は全 く入手出來す ， 鯑京後 1 カ 月は jE
’一

分に 食べ ようと して も 惡心 が起 つ て食べ られなか
．

つ た と ， 又 和 歌山へ 疎開 した 1 例は 1 食 2 合の米

で 8 入食 べ て や つ と生命を 維持 し た と 述 べ て い

る． その他疎開時の 荷物運搬 や疎開地 で の 勞働で

過勞 を感 じた者，

1
文馴れ な い 生活或は經濟 困難 の

た め精紳負擔を認 めた者 もあ り，
1例は 今迄同居

して い なか つ た姑 と
一

緒 に 暮す樣 に な つ た の で非

常 に氣骨が折れ 潅 と述 べ て い る． 以上總括す る と

2 例 が榮養不足 ，
3 例 が榮養不足 と過勞，1 例 が榮

養不足 と精神負擔 ，
4 例 が過 勞と粫 1隕 擔 t1 例が

3 者全部 を認め ， 累計 して 11 例 中榮養不足 7
， 過

勞 8
， 精神負es　6例 で あ る．痩せ たのは 4，變化 な

し 5
，
・肥つ た者 1

， 不明 2 例 ， 患者型は A 型 3
，

B

型 5，不明 4 例で ， 帥ち榮養障碍 に よ る もの と精神

負擔 に よ る もの とが混在 しで い る樣 で あ る．

　 6 ． 拘禁，引揚 　絡戰と同時 に滿洲で 拘禁集團

生 活 を させ られた 1例及び滿洲 及び 北鮮か ら引揚

げた 2 例 ， 計 3 例で あ る が ， 余 の 聞く所 で は當時

満洲 で拘禁生 活 を させ られた婦 人の 大部分は 無月

經 に な つ た とい われ て い る．本例 は 33 歳既婚既

産の主婦 で從來月經正 常 ，
8 月 16 日拘禁 ，

18 日

か ら最絡 月經 あつ て 閉經 した ． 拘禁後の食事は非

常に悪 く叉色々 心 配 が あ つ た と述 べ て い る．引揚

例 は 23 歳 と 34 歳 の 共 に既婚既産の主 婦で從來 月

經 は 1例 は 正常 ，
工例 は 不規則 で

，
1 例は 3 ヵ 月

以 内，
ユ 例 は 6 ヵ 月以 内に 無月經 となつ た． 1 例 　　 ’

は 上 陸後夫 と 子供 が發病入院 したた め看護で疲 れ

且食糧 に も困 b， 工例 は 引揚後叔父 の所 に い るが

食糧不足 した と邇 べ て い る． 以 上榮養不足 と精紳

負樽を認 め る もの 2， それ らと 過勞を認 め る もの

1例 で
， 全例 が 榮養不足 と精紳負擔を， 1例が過

勞 を認 め て お り， 又 3 例共當時痩せ たと云 い ， 此

め場合に は孰れ も榮養障碍と精棘負擔 と の兩方が

原 因 と して 重要だ つ た樣 に思わ れ る．

　 7・ 轉居，疎開か ら歸京 5（内 工例 は燒跡の バ ラ
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ツ ク に 住み ，
1例 は寮 に 入 つ た ）， 地 方 か ら上 京 2

，

韓居 し て 親戚に 同居 2
， 夫 が 入院 しため付添つ て

病院 に 仕んだ もの 3
， 寮を出て 自炊 した もの ，

ア パ

’− 1・内 で部屋 を 引越 した もの 各 1例 ， 計 14例 あ

る．　イド齡 ｝ま 15 〜 20 歳 工
，
20   25歳 ，ち25 、30 歳 5

，

3〔1〜35 議 2
，

35〜 10歳 2 例 で各年齢代 に 互 り， 未

婚 4
， 既婚 10（内既産 3）例 ， 職業 は キ婦 9

， 無職 ・？
，

職業婦 2例，從來月經は 正 “
一
　10

， 稀發 4 例 ， 閉經

は 直後 11
，

3 カ 月以 内 1
，

tiヵ 月以 内 2 例で 起 つ

た． 之等 に作 う生 活歌態攣化の樣祁は各例 で 區 々

で あ る が結局 その た め 榮養不足 を認 めた もの 1
，

榮養不足 と過 勞 2
， 過 勢 3

， 過勞 と精艸負擔 5
， 精

紳負擔 工
， 不明 2 例で ， 累計す る と 12 例中 3 例が榮

養 不足 ，10例 が過勞，6例 が精｝艸負擔 を認め， 後

2 者の あつ定者が 多い ．又 営時痩せ た の は 7
， 不變

3，不 明 4 例 で
， 患者型 は A 型 ：）， 中闇型 5

，
B型

工
， 不明 5 例 で あ り， 此 の 場合 に は 過 勞 と精 ilill噴 擔

と が原 因 と して 重要 の樣 で あ る が
一律 で は な い ．

　 7． 特別 の 過 勞．旅行 1
， 家屋の 建増 1，子供を

貰つ て 不眠 と なつ た もの 1
， その 他特別の 事情で家

庭或は職場の 仕事 が多忙 とな つ た もの 3 例 ， 術少

し疑養が あ る が 蟲 垂炎手術後無 月經 となつ た 1 例

も之 の 項 に入 れ て計 7 例 あ る． 年齡 は 20 〜25 歳，

25〜30歳各 2
，　30〜35歳 1

，　35〜壬O 彦愛L）｛列，　未重昏

1
， 既婚 6 （内既産 1）例 ， 職業 は主婦

．
も　 無職 1

，

職業婦 2 例 ， 既往月經は 正常 t
， 稀發 2 例 ， 全例共

斯か る生活 變 化 の 直後に 無月經 となつ て い る．全

例 過勞 を訴 え て い るが 徇蟲乖炎手術 後例の 他は孰

れ も精神負擔 を も俘 つ て お り， 叉 1
』
例は 榮養不足

を も件い ， 結局 7例 中 1 例 が榮養不足， 7例 が過

勞声 例 が精 1帥負澹を認 め て い ろ．又 雷時痩 せ た の

は 2例 だ け で 他は變化な く，患者型 は A 型 2，B 型

5例 で ある． 之等 阿 は過勞が 主原因と見 られ る例

で あ る が A 型患者の 少 い こ と か ら榮養障碍 と關聯

あ る例 は少 く， 寧 ろ之 に作 う精艸負擔 の 方が原因

國
と して 重要 な例の 方 が 多 い の で は な い か と思 われ

る，

　 8， 節 食． 此 の 項 に 入 1、た もの は特別 の事情の

た め食物攝取不充分で 榮養不全 を來 し， 無 月經 と

な つ た と思 わ れ る例 で ， 食糧事情悪化 のた め 1 日

日本産科嫌人科學
’
會雜誌　第 2 卷　第 6 號

2 食 に した 1 例 ， 胃腸障碍 の た め JI亅心 して食量 を

減 じ或は 食物攝取不 充分 となつ た 5例 ， 食思 不振

（風邪 の後及 び 蟲 垂炎手術 の 伎）の た め 充分食べ な

か つ た 2d列で計 8 イ列あ る．年齢は 16〜20 歳 1
，

20

〜25
，
・o・5〜30

，
30〜35 厳各 2

，
35〜壬0 戯 1 例 ， 未

婚 3
， 既婚 5（内経礎 2）例 ， 職業は主姑 4

， 主婦 で

有職 1
， 事務員 コ

， 無職 2 例 ， 既往月經は 正常 7
，

不規則 工例 で
，
4 例 は直後に ，

a 例 は 3 ヵ 月以 内 に 、

無月經 と なつ た．全例榮養不足 を認 め ， 徇食糧事情

悪 化 で 節食 した 1例 は過 勞及び 精禪負擔 を も認 め

て い る． 叉 1例 の他 はす べ て 痩せ た こ と を認め ，

患者型 で は A 型 7
，
B型 1例 で ， 此 の 種 の もの の 主

原【ノqは明か に 榮養攝耳夏イく全 ｝こよる榮養障石号に よ　る

もの と思わ れ る．

　　　第 5 章　 日常生活上 に原因とな る樣

　　　　　な環境ある者 に就て の 觀察

　E群 18 例帥ち無月經 と な つ た時期 に 一致 して 特

別の 生活變化 は なか つ た が 當時 の 生 活環境 に榮養

不 足 ， 過 勞， 精聯負擔等 の 匙1條件 の あ る者 を見 る

と，　年齒告は 16〜20 歳β，　20〜25 歳 6
，　25〜 30歳

6
，　3  〜35 歳 1

，　35 〜40 歳 2 仞∫，　未婚 5，　皀死婚 13

（内既産 3）例 ， 職業は主婦 11
， 職業姉人 4

， 學生

1
， 魚職 2 例 で あ ろ．之 を分類す る と ，

　1・ 榮養不 足を 認 め る もの 7例 あ b，
1例は疎

開地 で
，

6 例 は家庭 内で 食糧事情悪化 に 作 つ て 食

物不是 したた め で ， 家族 の 多い もの が多 くt 此 の

場合特 に 主婦 が食糧不足 の 犧牲 とな つ て い る こ と

が感 じられ る． 例 えばそ の 内の 1例 は家族 多 く且

姑が男 に榮養 を と らす と ゆ う主義の ため 自分は充

分 に食 べ られな か つ た と ， 他 の 1例 は食べ 盛 りの

子供 が多い た め 自分は 廿藷許 り食べ 且 厘 よ買 出 し

に 出か けた と， 叉他 の 1 例は 家族 9 入 を抱 え食糧

事情悪化 したた め家庭内 に い ぎ こ ざが 絶えなか つ

た と述 べ て い る． 之等例の 無月經發來時期は 2 例

が昭和 18年の ユ0 及 び 11 月，
3 例 が 19 年で 7〜12

月，他の 2 例 は絡戰後の 2工 年の 2 及び 3 月で ， 孰

れ も
一

般食糧事情 の 悪か つ た 時期に 一
致 して い

る． 之等 例中 5 例 は榮養不足 以外 に過 勞或は精祠1

負擔 もあつ た と い 5
，

4 例 が過勞を ，
2 例 か精紳負

擔を俘つ て い ろ． 叉 ユ例 の 他全 例 痩せ た と い い ，

闘

，

N 工工
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」．

←

患者型の 明か な
：1例 中 3例 がA型 1 例が 中間型 で

あ る．　　　　
・

　 2 ． 過 勞 を專 ら認 め る のは職業婦入 2
， 主婦 3 の

5 例 で，勤務上或 は家事で の 過 勞を認め ， 後者中 ユ

例は疎開地 で 不馴 な仕事 を したた め と ， 他 の 1例

は家庭 で 手工 業 をや り且 買出 し に 月 2 囘行 つ た た

め と述 べ て い る． 此の 内 3 例は痩せ ，
2例 は痩せ

嵐 患者型 は A
，
B

， 中間の各型 1例 づ s で ある．

過勞 と精刷1負擔を認 め ろ の は 3 例 で ， 再婚後先妻

の 子が 2 人届 て手 が掛 つ た ， 學生で 宿題が多 い た

め 毎 日夜更か しを した ， 家庭經濟悪化の ため 買出

しで疲れ且心配 した と夫 々 述 べ て い る．杢例共痩

せ す，患者型 の 明かな 1 例は B型 で あ る． 專 ら精

祠1負措を認め る の は 22歳職業婦 入 の 1 例 で 昭和 17

年 5 月婚約者出征 し， 且 出征 直前に 一
度肉禮關係

を持 つ た た め 出征後處女性 を失 つ た こ と， 之 か ら

先の こ と， 婚約者の 安否 等を考 えて 非常に惱 んだ

と述 ぺ
， 此 の 例は 工7年 10 月か ら夫迄正常だ つ た

月經が閉止 し，
18 年 1 月治療 を受 け て 4

，
5，7 月

に 月經來潮 ，
エ8年 10 月婚約者戰死の 報を聽 き再

び全 く無月經 とな つ た （20 年 1 月迄 ）．疫削 は な く

患者型は B型 で ある．

　附 ， 原 因を冉認 しな い 者に 就 て の觀察．

　原 因を 白認 しな い 者は 14 例 あ る． 年齢 は 1［1〜
・

2  蔵 ，9
，　20 −．．25歳 3

，　25〜30 蔵 2
，　30 〜 拿5 歳 5，

35〜40 歳 1例，未 婚 5
， 既婚 9（内既漆 3）例 ， 職業

は 主姉 8
， 職業婦汰 3

， 無職 3 例 ， 既 往 月經は 正常

第 4

　8
， 不規則 3

， 稀發 3 例 で全體に比 し從來月經 正常

　だ っ た もの の 比率 に有意差 は な い （X2 ＝ 1・4
，
　 P ＞

　 0 ・05）．無月經 と なつ た時期は 昭和 18年 3， 19 年．

　5
，

20 年 3
，

21 年 3 例 で ある．5例 は痩せ ，
6 例 は

　不變 ，
2 例は 肥つ た と い い ， 患者型は 不 明 を除 く12

　例中A 型 4
，
B型 6

， 中間型 2 例で あ る．以上 は本

　人 が原 因を 自認 しな い 例 で あ る が 之等の例 で も唯

　自覺 しな か つ た 或は敢 え て 述 べ な か つ た だ け で ，

　痩 せ た もの が 5 例， A 型患者 が 4 例 あ る所 か ら此

　の 中に も當時 の食糧事情悪化 に よ ろ 榮養不足 例 も

　あ るの で は ない か と思 わ れ ， ヌ 同樣 に過 勞や精紳

　負擔 の あつ た 者 もあ る の で は な い か と思 わ れ る．
鹽

徇本項 に屬す る もの だ けに 特 に卵集機能障碍 の素

　質あ る もの が多 い と ゆ う こ とは認 め られ ない ．

　　　　　第 6 章　原因 とな る要素に就て

　　1． 前 2 章に述 べ た所 を一括 し各種 生 活變化 の

　種類別 に 榮養不足， 過勞 ， 精紳 負擔等 を 巨1認 する

　もの の數， 叉痩削 を件 う もの ， 更 に 客 撕斬 見を も

　加 えた患者型 の區分等 を 表 示す ると第 4 表の 通 ウ

　で ，
A

，
B 群 患者 126例 中 54 例が榮養不足 ，

86 例1

　が過勞， 64 例 が精 ’帥負擔を認め 過 勞が訴 えと して

　最 も多 く， 叉生活變化 の 各種類 別 に それ に 矚す る

　患者に特 に 多 い 訴 えを摘 出す る と （假 に それ に 瞬

　する患者數に對 し 5 ％ の危險度 で 母集 團上ヒ攀存在

　範 圍の 下限 が 5D％ を超 え る もの を採 り， 表 中太 字

　で 示 した）， 就職入學 ， 結婚では過勞 ， 戰災防筌

　で は過勞 と精祠嘖 擔 ， 特別の過勞で は過勞 ， 節食

表

1　 ； 訴

1總例 數 E
え 勇　 體　 の 　燮 　牝　　　　　　　　　　　患　　　 者　　　 型

A

「
群

蒙躄瞬 饕嬲 叢厨 ・・穐 ・ら・調譲1海 ・顧 型1藩
7
　
FO

　
O
　尸
の

　
8
　

1
　
0
　

7
　

1

1
　　
1
　

　

　

　

1
　

　

　

　

　

　　
1

493973318卸

276181231178

學

婚

等

空

開

揚

居

勞

食

入

　
別

防

　
引

　
過

　

　

離

　

　

　

　

の

職

婚

災

禁

別

就

結

離

戰

疎

拘

轉

特

篩

42566365

ー

　

ユ

　

　

】

19　 7　 6
24　　 10　　　 4
6　　　 3　　　 2
18　　　 9　　　 3

11　　　 4　　　 5

3　　　 3　　　 0

14　　　 7　　　 3

7　　　 2　　　 5

S　　　 7　　　 1

5　　 18　　　 4　　　 4 ●　 lO　　 18

82245S17

0　　　5　　　0　　　2　　　2　　　4

31552512
1　　 10　　　 3　　　 0　　　 5　　　 8

0　　　 3　　　 0　　　 1　　　 0　　
』
1

0　　 10　　　 3　　　，5　　　 1　　　 “

0　　　 7　　　 2　　　 0　　　 5　　　 7

0　 　　 S　 　 　 7　 　　 0　　 　 1　 　　 8
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翻齢 青繕 ：．　
’

： ：1： 16 　　　 13

　　 　 60

　 　　 70

　　 　 9

「
一
厂

一
一 「 「 「

AB 群 計 ト13「 1・ s6 鰯 1261 ・・ 36171 ・・4

3　．　 1　　　 0

1　　　 1　　　 3　　　 5

9i
’

」　21　　　4
’
0　　　　93

c

總

　　　14 ：　　　 ！副 　　　　　1　　　　　　　　　　 ．　　　　　@計

陣
．

1
「

1 では榮 養不足 が特 に

い． 　2 ． 榮養 不 足 を認め た 54 例を 檢討 する

中 39 例は 絶 封
量不足 を，15 例が或 食品 の 不

を訴え ， 後者
申
8 例 は

肉， ’魚類， 3例は 肉
魚類

脂 肪，2 例 は 肉
魚類 と野 菜類， − 2 例 は 野 茱 類

不 足 だ つ たと 述べて いる ．叉 特に 不 足 したもの

述 べ た 34 例 に 就 て見
る と ， 肉，

魚 類21 ， 主

14 ，脂 肪 ほ， 野 茱 類6 例であった ． 以 上は

に患者の 訴 えに よつ た結 果 で 正確とは言 い 得

い が，絶對量 不足 では なく 或 食品の 不 足 を 訴え

も のが15 例 あ る こ と， 而 も肉 ，魚 類 の 不足

張 調するものが多いこ と は 動物性 蛋白 質が 原 I

ﾆし て 相 営 重 要 役 割 を持つ て

いる の で はない か と思わ せ る． 3，過勞を認 め
た

例 では， 18
伊珪が勤務 上 ， 3 例 が 學校、30

が 家
事 での，15 例 が 戰災 防 筌の 際， 9 例が疎

地で馴れ ない生活 をし たた め，2 例 が 轉居の際

2 例 が族行 の際， 3 例 が 夫の 看病の 際 の過 勞

訴 え る他 ， 夫の 仕 事 の手傳 ，家 屋 建壌 ， 子 供

貰つた ため ，手 術各1 例 あり ，家事で の 過 勞

最 も 多 く ， 勤務

及 び戰 災 防空の際の過 勞 が 之に 次 でいる． 　

D精1帥負 擔
を認める6 ＋

例
では 17 例

は戰災或 tS

襲 ，5 例は 離婚或 ’ま 夫 毘征， 1 例 は 拘 禁， 2 例

は その 他 に よ る精 祠 衝 動を認める のに劉 し，家 庭

ｶ 活上 で
他 の家 族に樹 する氣苦 勞 ユ7 例（ 内

姑 え の

氣 苦勞 7
，他の家 族た と え ば 夫 の 兄 夫 婦等 5 ，先 妻

ﾌ 供

C 親 戚 に 同居さ

て貰 つ てい
る

ため
4

例），

第 5 ，「
i 亅 3 66 　

ilgl1274 　2　6112
　 　 　 　 　 　 　

6 　　　 　23 　　　46 　　1105 　 　

　　
　 　 1 生 活 上 或

は 經濟 上 の 氣苦勞 7 ，勤務上

の氣 苦 勞 ｛ 1 ，夫 の看病の ため 4 ， そ の他3

等の 永續的精 紳 負擔と も 云うべきも の も耜 當

く ， 全 體 として戰 災 或は塞 襲 による

祚衝動 と 家庭 生 活 上で 他の 家 族 に對する 氣 苦塋が

に 多 い 様

である． 　 5．第壬 表に示 す様 に 痩 せ

者 は127 例 中66 例 あ る が，一 方 肥 つた者

19 例ある．之 を 種 別に見 ると 節食及 び B 群の 榮

不足では痩せ たのが明か に多く（危 險 度 5 ％

比卒の下 限 が50 ％以上），戰 災 防 筌，拘禁

揚 ，轉居等で も 比較的多 い．一 方 就職 入學
， 結婚，

災
防
塞等で は肥つた 者 が相 當 ある ， 患 者 型 は 10

癇   型36 ，
B

型 46 ，中闇 型 2 ，；例で t

食 で は 明か に A 型 が 多 いがそ の他 の 種 別で は

體 A ， B 雨 型が混在して孰れが 決 定的に 多 い

は 言い得な い．唯 就職 入學 ， 結婚 ，
特別 の 過

， B群 の過勞精 帥 負 擔 を 認め る者 でB 型の占

め る
率
が比 較的多く ， 轉居 ， 篩食，B 群の榮養不

を
認
めた 者 等で は 之に反 する 傾向 があ る． 　

一 ；．榮 養 不 足 ，過 勞 ， 精紳負擔を認
め
た者 を夫 々 一

する
と纂5表の如く，榮 養不足を認め た者 では痩 せ た の が全

鱧

のtkas
　
t ’ 1 比し有意に 多く （X2 ＝ 22A ， 　

  ．01 ），肥つたの が有意 に 少い （XE ＝

． 2 ， P ＜0 ． Ol ）のに 對 し，過勞を 認め た者

び 精艸負擔 を認 めた者で
は

諸 に反し，叉 後 兩 者間に
は差 が

られない 。 患者型
で

も 榮養不足
を
認 めた 者ではA型有意 に多 く

憂 （

 

C

CP ＜0， 01 ） ， 　 B 型

意に
少く （

X2
＝1S． s， 　

P

0 0

） ， 　 そ の 他 で

表 、 1 N
　　　i　鈞　髓　の　燮　化 總

脚

・
司

・．舜ら・・細・數1・者 型型廟型・型

蠍
榮
養・ 足 螺 … 　 1 ・ ・［ 、， 9 ？ 。 ） 「 、，1 ？ 。 ， 「爾
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之 に反 し， 後兩者間 に は 差 が な い ．

　　　　　　　第 7 牽 考　　按

　以上 余 は 144 例 の 機能無月經患者中 114例は閉

經 の 時期 に
一致 して ， 何等 か特別 の 生活變 化 が あ

り，
16 例は當時の 生 活環境 に 原 因 と思わ れ る樣 な

條件の ある こ と を認 めた． 特別の 生活變 化は 就職

入 學，結婚 ， 離 婚離 別 ， 戰災防室，疎開 ， 拘禁 引

揚，轉居 ， その 他特別 の過勞 ， 節食等に分 け られ

う が ， 更に 檢討 す る と無月經 を招 く直接 因子は之

等生活變 化に 拌 う榮養不足 ， 過勞， 或は精紳負擔

で ある よ うに 思 わ れ る．而 も之等 因子 の 種類は夫

々 の 生活 變 化 で一定で はな く， 個 々 の例 で そ の 際

の事情 を異 に す る の に 從 つ て 區 々 で あ り， た ゴ 就

職入學，結婚 ， 特 別の過勞等で は過勞 ， 戰災防垈

では過勞と精艸負擔 J 節食で は 榮養不足 を認め ろ

もの が比較的多 い ．

　從來一般 生活厭態の 急變 ，地 位職業 の 變化 ， 轉

地 ，結婚 ， 放行 等で無月經 とな る こ とは經驗的 に

知 られ て い る が 之等 の詳細 は徇明か に さ れ て い な

い． 就職痔や 産婆生徒が入擧 した時の 無月經發來

等 に就て も諸報告 が あ り，
Nordmeyer ＆ Howe2）

は 環境 變化を，八 木
16）

， 桐原
18冫等 は榮養不足（絶對

的不足で な く勞働量に對す る不足）， 過 勞 ， 生活状

態劇變 ， 精軸緊張等を原因と して 擧 げ， 叉近來岩

井 ・古屋 ・ 鈴木
26）

及 び三谷 。草場
27）等は女囚 が刑務所

に 入所 する と多數に 無 月經 を起す こ と を報 じ， そ

の 原因 は兩氏等 共精1沸的な もの と考 えて い る． 前

大戰時に認め られた 所謂戰時無 月經報告者等の 多

くは戰爭 に よ る榮養不足 ， 過勞 ， 精帥負擔等を そ

の主因 と し， 今次 大戰 で見 られた無月經例 に就て

Sm 正th2s）（オ ラ ン ダ），
　Antonov29 ・（レ s ン グ ラ ー ド〉

．1よ榮養不足 が， Whi 亡acre ＆ Barrera25）（マ ニ ラ），

Loeseroo）（ロ ン ド ン ）は室襲に よ る精神衝動が そ の

源 因 と考 えて い る．

　前述 の様 に余の 例で は 各種 生活變 化等に件 う榮

養不足 ， 過勞 ， 精紳負擔等の 1乃至數種が認 め ら
』

れ る が ， 今之等 因子 が原因 とな る と して その機序

を考 え て み る と ， 第 工 に純粹 に榮養不足が原因で

、機能無月經 を起 し得 る こ とは 幅井
31）が 3 例 の 女子

で減食實驗 を行 い ， 全例 3 害1賊 食で 經血量減 ◎
4 割減食 で 2 例 が 無 月經 と な る の を見，氈受

32）
，

Muliu ・s
，
　P ・ me ・ antz

，
　Sm ・lser＆ Kurzr・Ck33），

後藤 田
3ヰ）等 が飢餓に よつ て ラ ツ テ の 發情期淌失 を

起 し，ビ C投與 で 70％ に之 を恢復 さ せ ， 橋本
：5）が

ビ B 欲乏食 で周期の延長更 に中絶を見 た こ と等か

ら考 え得 ，
Sturgis36）は 榮養低下 ， 殊 に 蛋 白質と ビ B

の欲 乏 に よつ て 下垂體の卵胞成熟要素産 出が障碍

され る た め で 下垂 體性機能低下 に よ る と考 え て お

b ， 本観察で 榮養不足者の 中に蛋白質類の 不足 を

殊 に 白認 して い る者が多か つ た 事や ，
ビ B 缺乏食

に ょ る性周期中絶 ラ ツ テ に プ ロ ラ ン を 投與 して 之

が恢復す る の を見た 檢本の實驗 は 之 と一致 して い

る． 帥ち前述 の余の 例で 節食に よ る もの ，
B 群 の

榮養不足 を認 めた もの 及 び その 他の 生 活變化 に よ

る もの の 巾臨床上 明か に 榮養低下歌態 を認めた も
．

の は斯か る機序に 因 る もの と思 わ れ る． 叉 精祚要

素が純粡 ： 機能無 月經 を起 し得 る こ と も昔か ら驚

愕 ， 悲嘆，感動 心配 ， 恐 i布等の精瀞衝動或 は感情

の變化に よつ て 無月經 を起 す こ と が知 られ ， 岩井

等
覧6

， 三 谷等
27）の 拘禁性無月經或 は Whitacre＆

Barrera2s）の マ ＝ ラ室襲時の 無月經 ，
　Loeser30）の ロ

ン ド ン で す ぐそばで 爆彈 が破裂 した直後 に起 つ た
・

無月經等 は全 く精紳的原因に よ る と考 え られ， 實

驗的に も闇腦の 荊戟或は 破壌 が卵巣機能 に 種 々 影

．響 を及 ぼす こ と が實證 さ れてお り37）
， Sturgis36）は

in　5 る精紳的原 因に よ る 無月經 を聞腦（靦床下部 ）

性 無月經 と して い る， 皀口ち余の 例の精禪負擔 に よ

る もの は斯か る機 序に よ ると思わ れ る．最後に過

彫
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勞 に よつ て 生 じ る身體的影響 は 結局疲 勞で あ り，

生物は 一般に疲勞す る と まつ紳經系の 興奮性 が高

ま b更 に疲勞が進 んで 困憊とな る と 逆に 生活現 象

が全然麻痺 して しまう（柴田
3S♪）と い わ れ る． 而 し

て 此 の困憊の 瓶態で は榮養歌 態は障碍 され， 和對

的 榮養不足 と考 え て も差支えな く， 後藤田
鋤

が運

動性疲勞で も上 記飢餓 に よ る の と同樣 の 變化を ラ

ツ テ で 見た こ とは之 を證す る もの で あ る． 而 し余

の例 で は前述 の樣 に 過勞を 自認 した患者で疫 せ た

の は 45．7％ ， 逆 に肥 つ た の が 18，2％ あ り，S〈A 型

患者は僅 か 21 ．6 ％ で B 型の 方が 49．2 ％ あつ て多

く， 榮養不足を認 めた もの と の 聞に は 明 か に 分布

の 相違 が 南つ て 精紳負擔 を認 めた もの と の 聞に

は差 が ない 。此 の 事買及 び 過 勞 を認 め た もの で は

同 時に精紳負擔 を も認 め る もの が多 い （86例 中 ｛7

例）こ とか ら， 過勞 を認 め る もの の 中の一部は極度

過 勞に よ る困憊帥ち 榮養不足 と同樣 な障碍 に よる

が ， 大部は 寧 ろ同時に存 す る精1帥負擔或は疲勞 に

よ る 精紳刺戟等精
’
祠1的因子が 主因 とな つ て い る と

思 わ れ る．

　以上 余 は か 〜 る 生活變 化或 は 生活環境 に よ つ て

生 じた 機能無月經の 或者は之等 に俘 っ て生 じた榮

養障碍（攝取榮養の 不足或は 過 勞 に よる困憊 ）に 因

り， 叉或者は精紳的原因 に 因 り卵巣機能低下 を
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 で

招 い た もの で ， 前者 は Sturgis36，に從 えば下垂 體

性 ， 後者は 聞腦性機能低下 で ある と思惟 する，

　今上 述 の諸例 を各例毎 に患者の 原因に關す る陳

述 ， 痩削肥胖の 有無だけ で な く， 診察時の 全身歌

態 ， 血 壓 ， 血色素量 ， 或例 で は硫酸銅法 に よ る血

清蛋白量等 を參照 し， その孰れ に 驕す る か を分類

し て み る と第 6表 の 通 りで ，
A

，
　 B 群 130例 中 37

例 は明 か に榮養障碍に ，
38 例は明か に 精棘要素に

よ る と思 われ ，
48 例 は その 孰れ も一應考 え られ る

が此 の 中 25 例 は恐 ら く榮養障碍に ，
14 例は糟祠要

素 に よ ると思わ れ ，
10例 は全 く決 し得な い ． 徇 6

例 は資料不充分 で 明か で ない ． 生 活變 化別 に 見 る

と節食で は全例榮養障碍 に よ る と 考 え られ る他は

孰 れ も此 の 兩者 が混 じて い る が， 就職入學，結 婚

等 で は 明か に 精紳要素に よ る もの が 比較的 多 い ．

　 さて從來云 われ て い る 環境職業等の變化 に よ る
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！
25

、

・・ 114i・・　i・　6

無 月經 ， 勞務無 月經（岩 田劾 ）， 蓙婆生徒等 の無月
■

經 ， 農業勞働無月經 （Nordmeyer ＆Howe1！））， 飢

餓 無 月經（Jaworski）， 戰時無月經（Dietrich）， 後

天無 月經 （Eckstein），イ ン フ レ 91朋 細 Teebk・… ）），

拘禁性 無月經（三 谷
39）

， 岩井等
26））， 或 は精紳打撃 ．

驚愕 ， 悲嘆，恐 怖， 心配等 の 精棘的原因 に よ る無

月經 ， 更に所謂想像妊娠等は今余 が觀察 した機能

無月經 と何等本 質的 に異 る もの で は な く， す べ て

生 活環境 の 變化或 は 悪條件 の 發生 に よ る もの で ，

それ らの機能障碍機序 は全 く上 述 の もの と
一致す

る と思わ れ る． よつ て余は之 等すべ て を
一
括 して

環境無月經 と呼 ぶ べ きで は な い か と考 え 之 を提 唱

す る． EPち環境無月經 とは す べ て そ の個體の 置か

れ る生 活環境 に何等か の 變化 が生 じた こ と に よっ

て 起 る機能無月經 で あつ て ， 之の 中に は それ に俘

う榮養障碍乃至 困憊に 因 る もの と， 精紳的原 因に

よ る もの と があ る．夊所謂戰時無 月經 は戰爭 に 件

う惡 生 活 環境 の 發生 の た め 之 が多發 す る 現 象 で あ

つ て ， か 、 る無月經例は 當然 此 の 内に 也 含 され る

べ きで ある．

　　　　　　　第 8 牽　總 　　括
‘

　1 ・ 昭和 19 年 9 月〜23年 8 月 に 東大或は 昭和

讐大 で觀察 した 機能無月經 144 例 中 11壬 例は その

時期 に一致 して 何等か の生活變化 が ，
16例は當時

・

、

1
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’
工
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り

の 生括 に原因 とな る襟 な悪環境 が認め られた．

　 2・ 原因となつ た生活變化 は結婚（27 例），就職

入 學（19例 ）， 戰 災防塞（18例 ）， 轉居（14 例）， 疎

開 （12 例）等 が主 な もの で ， そ の 他節食 ， 特別の 過

勞 ， 離婚離別 ， 拘禁 ， 引揚等 があ る．

　 3・ か 、 る 生 活變化 に よ るもの を 更 に檢討 する

と そ れ に俘 う榮養不足 ， 過 勞， 精艸負擔等が原因

と して重覗 され るが ， 之等因子は各例 に よ つ て區

々 で 生活變 化の種類 で 一定 して は い な い ．

　 4・ 夫 々榮養不足 ， 過勞，精祚負擔 を認 め た者

を摘 出檢討す る と ， 前者 で は痩せた者が有意 に 多

1

く， 肥 つ た者が有意 に 少 い が ， 後 2 者 で は 之 に 反

し， 又後 2者間に は 差 な く， 且 前者で は有意 に A

型 患鷺多 くB 型少 く， 後 2者之 に 反 し， 後 2 者聞

に は差 がな い．

　5・ 榮養不足 で機能無月經 を起す機序は 下垂體

の 卵胞成熱 ホ産出が障碍 され ろ夜 め で 下 垂體i生機

能低下， 精神的因子 で の 機序は 聞腦性機能低下 と

考 え られ ， 叉過勞に 因 る もの の 一部 は極度疲勞帥

ち困憊に よつ て 榮養障碍 と 同一歌態を起 す も
．
の で

前者 と， 大 部は同時に存す る精脚負擔或 は疲勞 に

よ る精 i帥刺戟 に よっ て 後者 と 同
一
機序 の もの と考

え られ る．

　6 ． 以上 か ら榮養障碍 （攝取 榮養不足或ば過勞

に よ る困憊）と精神要素 とが 直接原因で ある と考

え られ る の で
， 患者 を各例毎 に吟味 して その孰 れ

に 屬する か を檢討す る と 124例 申 37例 が明か に榮

養障碍 ，
38例 が明 か に 精神要素に 因る と思われ ，

49 例 は その孰 れ も
一應考 え られ る が 此 の 内 25 例

は 恐 ら く榮養障碍 ，
14 例は精紳要素に よ る と 思 わ

れ
，

ユ0 例は全 く決 し得な い ．生活 變化別 に 見 る と

節食に よ る 全例が 榮養障碍 に よる と 考 えられ る他

は孰れ も此 の兩者が混 じて い る が ， 就職入學 ， 結

婚等 で は ， 明か に精祠1要素に よ る もの が比 較的 多

い ．

　7 ． 以上觀察か ら余はか 〜 る生活變化或は生活

上 の悪條件 の發生 に因つ て起 つ た 機能無 月經 を環

境無月經 と呼 ぶ こ と を提 唱す る ． 皀防 環境 無月經

とはす べ て その佃體の 置か れ る 生 活環境 に 何等か

の 變 化 が 發生 した こ と に よ つ て 起 る 機 能無月
’
經
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で ， 此の 内に は榮養障碍 に因 る もの と精神要素 に

よ る もの と の 兩種 が あ 1） ， 從來云 わ れ て い る 飢餓

無 月經（Jaworski），　戰時無月經 （Dietrich）， 後天

無 月經（Eckstein），　イ シフ v ・無月經 （Teebken），　　
’

農…業勞働無月經 （Nordmeyer ＆ Howe ）， 勢務無月

經（岩 田）， 拘禁性無月經 （三谷 ， 岩井等）， その 他

環境職業 の 變 化 に よ る もの ， 精 11i申衝動 ， 心配等の

精 抑的原因 に よ る もの （所謂想像妊娠 を含む）等は

すべ て本 質的 に之 と
一致 す る もの で ， 之 に 屬させ

る べ き で あ る．

　稿 を絡る に 當 b指導校閹を賜 っ た 恩師東大長谷

川敏授並 に昭和 醫大藤井教授 に 深謝 し， 併 せ て研

究 を援助 され た東大産姑 人科鈴木武雄學士 及 び 昭

利醫大産婦 人科教室員各位に滿腔謝意を表 す る．

　尚本研究は文 部省科學研 究費 に よつ た． 記 して

謹謝 す る．　　　　　　　　 ’
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